
　　　　

2024 年 12 月 16 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
どんぐり学園親子バーベキュー大会　夏休みお楽しみ縁日　ピザパーティー　どろんこプール遊び　ハルナスポーツデイ参加　クリスマス童謡コンサート　おもちつき大会
季節の野菜苗植え・収穫体験　園内や地域の方の畑での土いじりやおいもほり　地域ゴミ０清掃活動
各幼稚園・保育園等との交流会　公園ピクニック（春・秋）　避難訓練（月１回）　季節の製作活動

家族支援
保護者面談（半期に１回）、随時の相談受付、関係各所との連携
家族の心の安定のため、きめ細かい連絡帳の記入、送迎時の報告、子育てが楽し
くなるよう、日々寄り添った関係性を築けるよう努めています。

移行支援
地域との交流の機会を確保し、地域との関係作り、子どもの仲間作りを
図っていきます。卒園に向けた移行については、関係各所との連携及び移
行に向けたサポートを行います。

地域支援・地域連携
地域交流としての清掃活動への参加や幼稚園、保育園等との交流活動。
高齢者施設への訪問や地域お散歩たんけん活動。
地域事業所連携会議への参加、図書館や公園等の地域資源の利用。

職員の質の向上
1ヶ月に1回の職員ミーティング、勉強会、研修スケジュールに沿った内部
研修の実施、外部交流の研修、児発管、強度行動障がい、作業療法士など
の専門職資格取得への積極的な参加の促し。

支　援　内　容

本
人
支
援

決まった時間に登園することで、日々の生活リズムを整え、心身ともに健康を維持します。その日に主となる活動、学習は決まった時間に行うことで先を見通すことができる時間設定をし、安定した生活習
慣を確立します。場面、場所での気持ちの切り替えを意識し、その都度リフレッシュすることで集中力の向上を図ります。また登園の継続によって心身の安定と健康状態の把握をし、体調管理をしていきま
す。子どもたちが安心感を持って生活を送れるよう、事前にスケジュールや計画を立て見通しを持った生活をするサポートをします。また衛生的で快適な生活のため、住環境や清潔の維持、食事の準備や片
付けを覚えていくことで、生活環境の基盤作りを一緒に行います。総合的に活動を考えることで、健康で充実した毎日を送ることを目指します。

集団活動や遊びの中で基本的な身体技能を養います。朝の会や活動、学習時に一定時間の正しい着座姿勢をすることにより体幹をしっかり形成し、集中力も養います。手先等の感覚統合にて目と手指の協応
や指先の使い方を鍛えることで、動作の精度を高めます。また遊びを通じて自分の体を知り、使い方を身につけ、姿勢や動作、運動の基本的な技能の向上を目指します。その中で力加減や平衡感覚に注意を
払いながら、適切な体の使い方を身につけるサポートをします。個別のニーズに応じたアプローチも心掛け、一人ひとりの感覚特性を十分に配慮していきます。集団、個別の活動を通じて、心地よく体を動
かす楽しさを体験すること、健やかな成長を促します。

集団活動や遊びを通じて基礎的な認知能力、行動適正を養います。製作活動、ミュージックケア、着替えや食事等の生活習慣を獲得していく中で、大きさや色、時間や物の機能の概念形成に取り組みます。
学習では文字、数感覚や計算能力、記憶力、作業記憶を向上する取り組みを行います。また改善に向けた修正力を学ぶことで柔軟な対応力も養います。活動の時間を明示し取り組むことから時間管理能力を
鍛え、先生と活動のフィードバックをする習慣を通して自己管理力を向上させます。問題解決に必要な思考力や適切な判断を行う力を育て、行動コントロールをサポートすることで、能力の向上と同時に、
適切な行動能力の獲得を目指します。個別にも対応できる環境を設定し、全ての活動を通じて認知能力と行動調整力の成長を促していきます。

朝の会や集団活動、子ども同士や先生とのやりとりを通じて言語面はもちろん、ジェスチャーや表情といった非言語コミュニケーション能力も育んでいくことで、総合的なコミュニケーション能力の向上を
目指します。学習タイムやフラッシュカード等で語彙力や読解力、音読力を高めて言葉の意味を正しく理解し、声に出して読む力や文章を読んで考える力を養います。また自分から積極的に質問できる環境
を整えます。何よりも遊びや活動の楽しさを重視し、子どもたちの興味、意欲を引き出していきます。必要に応じて個別の心理的対応も行い、安心して取り組める環境を心掛けます。全ての集団活動を通し
て、言語的な力だけでなく、豊かなコミュニケーション能力の向上をサポートします。

朝の会や活動時の開始、終了の際に挨拶する習慣をつけ、感謝の気持ちやお礼の仕方等を学びます。交流や清掃活動、お散歩たんけん時にも外部の方へしっかり挨拶、お辞儀をすることで社会性も養いま
す。お友だちと一緒に遊ぶ、活動する中で協調性を高め、必要な手順やルールを理解し行動に活かす。また意思疎通能力を発達させるとともに、自分の気持ちや考え、感覚を言葉や行動で表現する力を育み
ます。さらに自分の意思や分からないことを尋ねたりする力を伸ばしていくことで、自己表現力等を養っていきます。他者の話を注意深く聞き、相手に分かりやすく伝える方法を習得することで、より良い
コミュニケーションを図り、様々な経験を通してイメージやや言葉を豊かにし、社会性や表現力を伸ばしていくことを目指します。

法人（事業所）理念
『生きる力を　成長する力を伸ばす　こどもたち一人ひとりが持つ　可能性を大切に』この理念のもと、私たちどんぐり学園はこどもが将来できる限り自身の力で生活できるよう”生きる
力”を育む発達支援を行います。こどもが持つ、それぞれの能力を最大限に伸ばしながら、一人ひとり違った個性という可能性を引き出し、将来社会の一員として生活していけるよう、ま
た地域社会で安心して暮らしていけるよう、一歩ずつ少しずつ一緒に歩んでいき、成長をサポートします。

支援方針
集団活動、集団適応をメインに３つの柱を軸にして、子どもの『生きる力』を育てます。1.将来の幼稚園や保育園、学校等に通えるよう支援する。2.将来、できる限り自分の力で生活でき
るよう、生活動作の確立と集団適応、就労に向けた力をつける。3.清掃や農耕等を通じて地域の一員となることを目指す。就学生には宿題や課題等の学習支援の取り組みも行い、子どもた
ちの社会性を育むコミュニケーション能力の向上、季節の製作活動等を通した微細運動、感覚統合等を通じて、集団と個別の活動を組み合わせて行っています。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 作成日児童発達支援・放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ　どんぐり学園河南校 支援プログラム


